
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ．毎年、６年生全員に配布しているお弁当づくり冊子の目的は？      

  自分でお弁当を作っている中学生の割合は？ 
 

Ａ.豊中市では中学校での昼食はお弁当持参を基本に、自分での   

お弁当作りを奨励し、毎年６年生全員と各中学校に配布している。生徒

自身がお弁当を作っている状況は実態調査を行ったことがなく不明。 
 

（要望）事業の効果を図るため実態調査をして欲しい。 
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 毎年３月は次年度の予算審議を行います。次年度に市民の税金がどのような施策、事業にどれだけ 

 使われるのかを審議します。遅くなりましたが、所属する委員会での質問と答弁の一部をお知らせします。 

Ｑ．保育所の耐震化状況は？  
 

Ａ.公立保育所（１９か所）は、耐震性を  

満たす建物が５か所、残りは順次、耐震  

診断、耐震化工事、耐震改修を予定。 

民 間保育 所（３ ０ か 所） は、 耐 震性 を   

満たす建物が１１か所、改築等の予定が 

７か所、残りは耐震性確認を推奨している。 

 

Ｑ．保育所の最近の年度当初の年齢別待機児童数は？ 
 

Ａ.  

 

 

 
 

（要望）中長期的な保育所の需要予測を、さまざまな 

     角度から調査・研究して欲しい。 

  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 合計 

２００７年 １人 ６人 ４人 １人 １２人 

２００８年 ０人 ２人 ４人 ３人 ９人 

２００９年 ０人 １人 ８人 １人 １０人 

 

Ｑ．小・中学校の適正規模と通学区域の課題は？ 
 

Ａ.小学校４１校中、１４校が二つの中学校に分かれ

進学し、小・中学校の連携や一貫した教育が困難。

小規模校の課題は、人間関係に配慮したクラス  

編成ができない。部活動の選択が制限されるなど。 

大規模校では、一人当たりの活躍できる機会が少な

い。少人数指導等の割り当てに余裕がないなど。 

通学距離は、国が小学校４ｋｍ以内、中学校６ｋｍ

以内を適正規模の条件とし、豊中市では直線距離

で最長の通学距離が約２．２ｋｍとなっている。 

Ｑ．２０１０年度から児童扶養手当が父子家庭にも支給

される。市内の父子家庭世帯数と該当世帯数は？ 
 

Ａ.２００５年の国勢調査で男親と子どもから成る世帯数は

３６３世帯。うち１１０世帯を対象世帯に１７１２万円を  

予算計上している。 

 

Ｑ．公立保育所の厨房のドライ方式化の進捗状況は？ 
 

Ａ.現在ウエット方式が１７か所、ドライ方式が２か所。  

ドライ方式は衛生面、労務環境に優れ、スペースなど

考慮しながら、大規模改修の際に変更していく。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

・本会議での代表質問・個人質問を一問一答方式に変更すべき！！  

・５月議会にも個人質問を実施すべき！！（近隣市では、５月議会に当然、個人質問が行われています。） 

・本会議・委員会で、市長・理事者の反問権（議員の質問に答えるだけでなく、聞き返すことができる権利）を 

 認めては！？（議員の資質の向上、議論の明確化、議会の緊張感が増すはず。） 

・市民による委員会傍聴を別室でのモニターではなく、委員会室で直接傍聴することを許可すべき！！ 

・本会議と同様に委員会にもインターネット中継を導入すべき！！  

・本会議・委員会での採決でどの議員が賛成・反対・棄権したのか、市民に公開すべき！！  

・議会報告会の開催を検討すべき！！ 

・議員報酬の使途の公開を規則化すべき！！（使途を明確にすることで市民との信頼関係が築けるはず。） 

・議員の役職加算を廃止すべき！！       などなど 

 

 

『議会基本条例』とは、議会の運営方法を市民に  

約束する言わば『議会版マニフェスト』です。 

例えば議会報告会開催の義務化・議案に対する  

議員の態度（賛否）の公表などを条例に盛り込むの

です。議会（議員）と市民との信頼関係の構築、民意

の吸収につながると思います。２００６年に北海道 

栗山町で施行されて以来、全国で１００自治体以上

が施行しています。議会が率先して改革を実行しな

ければ、ますます市民の方々から議会（議員）の  

存在意義が厳しく問われるはずです。議員一人   

ひとりが危機感を抱く必要があるのですが・・・。 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.tcct.zaq.ne.jp/positive-square/ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 

豊中市議会 ５月定例会の予定 

  ◆本会議（初日） ５月２４日（月） 午後１時から 

  ◆本会議（役員選挙） 午後１時から 

          ５月２７日（木）、３１日（月）、６月２日（水） 

  ◆各常任委員会 午前１０時から 

         ６月４日（金）、７日（月）、１０日（木）、１１日（金）  

  ◆本会議（個人質問） 午前１０時から  
         ６月２１日（月）、２２日（火）、２３日（水）  

   ※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

   ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

インフォメーション 

みなさんは、豊中市議会でどのような議論がなされているか、何が行われているかご存知ですか？市議会

議員が日頃、どんな活動をしているかご存知ですか？まだまだ市議会・市議会議員のことを市民の方々に

お伝えしきれていないと思います。残念ながら、市議会・市議会議員に関心や期待感、信頼感を抱かれて 

いる方が少ない気がします。 
豊中市議会では、各議員から出された議会改革に関する提案について検討する議会改革検討委員会が 

設置されています。私も様々な提案をし続けています。 

市民のみなさんは、市議会や市議会議員の現状をどのように    

評価されているでしょうか？ご意見・ご提案をお聞かせ下さい！！ 

 


